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Auδdcm Shobara Hospital in der Prafcktur Hiroshima. 

Der Gehalt der Nebenni日rean Adrenalin unterliegt grossen Schwankungen und ist 

au仁h b巴igesunden Tieren unter verschiedenen Bcdingungen inkonstant. Da die_ 

verschiedene .¥rt uncl ¥V eise der Tοtung da~ Inclividuum nicht nur Spezi日schsondern 

a日仁hkorperlich und seelisch beeinflust, muss sie auch auf den Adrenalingehalt d巴r

Nebennier巴 veranderndeinwirken. Um festzustellen, ob das wirklich der Fall ist, 

h江beich an 26 mannlichen l¥I巴erschweinchen,welch巳ichalle unter mδglichst gleichen 

Bedingungen hielt, Unter汎ichungenangestellt, indem ich dies巴 Tieredurch Schlag, 

Stich in die Medulla oblongata, Ersticken, Verblutenlassen, Chloroformnarkose oder 

Luftembolie totete. Dabei ergab sich folgendes : 

r) Der ふlrenalingehaltcler Nebenniere ist je nach der Ve即 t巾de山巴itder Art 

und Weise der Tatung verschieden und nach Tatung <lurch Nackenschlag orlcr Stich 

ins verlangerte Marks am grassten. 

2) Der Adrenalingehalt cler Nebt;nniere凶 heintum so grasser auszufallen, j巴weniger

Zeil die Tatung in Anspruch nimmt. 
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第一章緒 言

副腎ハ他／内分泌臓器ト等シク個樫ニ作用スル各種ノ刺戟ニ封シテ容易ニ共機能テ調節

シ以テ個障諸器官ノ生活朕態ノ衡平維持ニ19qレリ。特ニ共髄n「ホ Jレモン」タル「アドレ
ナリン」ハ、諸種ノ疾患テ初メ各種ノ身閥的刺戟、外国ノ費化及ピ飼料ノ；相違等ニヨリテ

共同I］腎内含有量ニ種々ナル費動テ生ズルモノナJレコトハ既ニ周知ノ事賓ナリ。此Mcニ話Ij腎

内「アドレナリン」含有量／消長テ険索セントスル寛験的研究ニ首リテハ供試動物ノ濯探及

ピ共飼養ニ開シテ車Ill心ノ注意ヲ要スルハ同ヨリ、最後ニ共身躍的致命的刺戟トシテ作用セ

シムル屠殺方法ノ如何ハ、寛験成績／上ニ相官ノ影響テ興フルモノニシT此勤ニ就キテハ

夙ニ先輩諸家ノ間ニ論議ノ存セル所ナリトス。

文献ニ徴スルー Schur,Wiesel雨氏、棒、光、児玉、高橋、勝井、ノj、JllI諸氏等ハ「クロ

ロホルぷ」叉ハ「ヱーテル」肺酢ニ際シテハ副腎閉「アドレナリン」含量ノ減少セ Jレコトテ賓

験セリ。高橋、徳光、吉永、今村ノ諸氏ニ依レパ失血モ亦副腎内「アドレナリン」含量テ著

シク減少セシムルコトテ報告セリ。 Cannon,Hoskins及ピ Tscheboksaroff氏等ハ、窒息ノ

際ニ於テハ高I］腎「アドレナリン」ノ排出ノ冗準セラルJレコトテ貰験セれ吉永氏及ピ阿部佐

藤雨氏等ハ外傷性「ショック lモ亦副腎内「アドレナリン」含量テ著シク減少セ LムJレコトテ

報告セリ。 Cannon,Hoskins及ピ児玉氏等ノ貫験ニ依レバ知費前111粧刺戟ハ高IJ腎「アドレナ

リン」ノ排出テ充進セシムルコトテ認メ居レリ。森田氏ハ空気栓塞死ノ際ニハ共副腎「ア

ドレナリン」ノ含量減少スJレコトテ寛験シ居レリ。 Cannon及ピ Paz氏等ニ従へパ、精神

感動ノ際ニモ副腎内ヨリ多量ノ「アドレナリシ」排問セラルト云へリ。

新ノ如ク副腎内「クローム」親和物質ハ、各種／身障的或ハ精1pq1的伎襲ニ封シテ甚ダ不安

定ニシテ且ツ容易ニ移動スルモノナルテ以テ、貫験動＇ lo/Jノ屠殺方法ニ閥シアハ其「アドレ

ナリン j含有量ニ診lシテ可及的影響少ナキ方法テ濯パザルベ、カラズ。此意味ニ於テ森田、

高橋、森師、今村ノ諸氏ハ撲殺法子選ピ、野坂氏ハ失血致死ニ依リ、高亀氏ハ延髄穿刺死

テ可トシ、徳光氏ハ卒ロ生鰐ノ佳別／！＇，ス Jレコトテ悠恕セリ。斯ノ如ク諸家ノ設匝々トシテ

一定セル方法アルテ見ズ。

菰ニ於テ余ハ貰験的ニ諸種疾患ノ際ニ於クJレ副腎病礎ノ検索テ企闘ス Jレニ営リ先ヅ如何

ナル屠殺方法ニ操ル時其副腎内「アドレナリン」含量ニ及ホ、ス影響ノ；最モ少ナキヤテ知ラン

ト欲シテ、健康海摂テ供試シテ打撲死、延髄穿刺死、窒息死、失血死、「クロロホルム」肺

酔死、空気栓塞死ノ6種／屠殺方法テ施シタルモ／ニツキテ、共副腎内「アドレナリン j含有

量テ定量比較シ其最モ多量ナ Jレモノ印チ副腎「アドレナリン点nHニ影響スルコト最モ少ナ

キ屠殺方法テ決定セント欲シ敢テ本貫験テ企闘シタ Jレモノナリ。而シテ供試海尻ハ共出生

ヨリ屠殺ニ至ル迄凡ソ副腎内「アドレナリン」合長ニ影響アリト稿セラ JレJレ全テノ要約ニ針
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シ最モ厳密ナJレlfili庖：テ排ヒテ；！｛：・等諸僚干｜：テ可及的相等シカラシメタ Jレモノナリ。

第二章 責 験 方 法

第一項 責 験 動 物

~ill腎ハ共生理的欣態ニ於テモ個目豊ノ殻育程l主、左右ノ別及ピ性的差異等ニ依リテ、或ハ

~「アドレナリン」含有）1£ ニ於テ或ハ共重量ニ於 T 父ハ共組織皐ー的所見ニ於ア各異同アル事

寛テ認メラレ居レリ n 自IJチ今村氏ニ｛火レハrE・1；＇；家兎ノ副腎「アドレナリン」含布量ハ倒組二

ヨリテ差異アリア、共最大量 ト最小量トノ間 ι ハ約最小；：1：：ダクノ動揺アリト糾セリ。然レ

ドモ松田氏ノ研究ニ依レパ、性的行鴻テ完全ニ遂行シi'J；レ成熟期ニj主セル次兎ノ副腎rァ

ドレナリン」含イi量ノ、新ノ如キ個性的差異ナクシテii洛一定スJレニ至Jレト云へリ。 Ascher, 

Elliolt, Batteli, Schulerein. /t目、，：＇：iiβ、今村、阿部氏等ノ寅験ニヨレバ健康ナJレ家兎、 1毎

夜、犬等ニ於クル副野ーアドレナリン」含有量ハ左右II治相等 シキモノナリト郁セリ。高橋〉

今村氏等ハ健康ナノレ家兎ニ於タル資総ニヨリア、同lj腎「アドレナリン」含有量ハ性的差異ニ

ヨリア9｛； ド府減ノ 1！！~キコトテ報ゼリ。然レドモ KolnぼI 氏ニ (:l~ レパ、海浜ハ雌雄ノ別ニヨリ

テ共，＇，＼ lj腎ノ組織接的所見ニ大ナル相違アJレテ認メ特ニ共：成熟雌刷i符ニ於アハ年齢、生殖時

期、妊娠朗及ピ泌字l:ltJJ等ニ於ア甚ダl明瞭ナル差異アJレコトテ認メ居レリ。 Kisch,Bruno氏

等ハ次屯ニ於アハ耐腎重量ハ、一般ニ雌ハ維ヨリモJf!：ク且ツ共3分ノ 2二於アハ左側ハ右側

ヨリモjf!：シト云ヘリ。槍:II二、旧村氏可＝ハ「 7 クス lノ副腎ニ於テモ雌雄ノ別ーョツア組織

接的所見ニ差異アノレコトテ認、メ且ツ雌ニ於テハ共大サ個瞳ニヨリ著シキ差異アJレコトア認

メ居レリ。

副腎ハ叉寛験動物ノ飼育方法特ニ弘前l1~ ピ季節ノ相違叉ハ飼1斗ノ偏筒、不足等ニ際シア

そ其「アドレナリン」含有量＝一定ノ；；巳符 テ及ボスモノナリ。自flチ野坂氏ニヨレパ低温ニ保

持セ Jレ「ラツア」福lj腎ノ、共『R量ノI曾加及ピ「アドレナリン」含有量ノ減少テ来シ高温ニ保持ヒ

ノレモノニ於テハ共l日υ減少及ビ「アドレナリン」合イl量ノ噌加テ＊スコトテd、メ居レリ。
iJt;JI二、今村氏等ハ.ii：.市米兎ノ副腎「アドレナリン寸含有量ハ李Niーヨリア異人寒冷ノ候ニ

少ナク温暖ノ候ニタシト云ヒ野坂氏ノ寅験成績ト一致セ Jレテ見タリ。

飼料ニ閥シアハ、野坂氏ハ「ヅfタiン」紙芝食餌テ以テ「ヨツテ」テ一定期間飼養スル時

ハ共／，＼IJ行lf!：量J及ピ「アドレナリン」含有足ハ共ニ比：シキI曾fjflテ＊スコトア認メタリ。 1¥lac. 

Canison民ハ「グ4タ iン」c(r~と乏症ニ於アハ Mリ腎「アドレナリ ン」合布量ノ減少セ Jレコト

テ報官スレドモ、 Mouriquandet. Leulier l¥＂；等ノ、、「ヴイタ tンjC献乏症ハ副腎ill.質ノ化祭

的テ卒術商Lシ共「コレス テリン」含量ハ著シク低下ス Jレモ「アドレナリン」合イr量ハ減少テ＊

サズトfi!｝シ居レリ。森lil1J氏ハ飢餓海摂ノ／，＼リ腎「アドレナリン」含有量ハ、健康海侭ノ共ニ比

シテ減少七 Jレコト及ピ賞験的「パロク」氏病海旗ニ於テモタ少減少セ Jレコトテ認メ居レリ。
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叉小川氏モ一定明間飢餓ニテキタル動物ノ MIJ腎「アドレナリン」含イi量ノ、j自：シク減退セルコ

トテ認、メ居レリ。

斯／如ク高I）腎内「アドレナリン」合fr:P：ハ種々ナル要約ニ依リテ健康ナル動物ニ於テモ甚

シク費動シ易キテ以テ、貰店主的ニ谷種ノ僚件下ニ於ク ｝~動物ノ話lj腎内「アドレナリン」含

tf量テ測定セントスルニ際シテハ、強 j 健康ナル同種動物ニツキテ共性テ一定シ生後日数、

障重等ノ Pill-相等シキモノテ泣ピ、一定期間込等テシテ全ク同一保件ノ下ニ飼養シタ Jレモ J

ニ就キテ、同一季節ニ於テ所員J~質験テ施行セザJレペカラズ。

互主；ニ於テ余ハ賓験動物トシテ健康ナ ｝~ M~海額：26耐テ供丹l シ、 J止等テ4乃至3顕宛7群ニ分チ

ア既記6種ノ屠殺方法テ寅施セリ。前残飴ノ 11{手ニツキテハ生樟ノ佳易IJIH セ ｝~ 副腎ニツキテ

検索セリ。是等動物ハ friJ レモ首院ニ於テ｜略同時明ニ~＂＇生シタルモノニシ テ生後71 日乃至10

0日テ経過シ、酷’東ハ品小320J.Lヨリ最大 4101-Lノ間二在リテ何レモ成熟明ニ建セ Jレモノナ

リ。而シア共出生時ヨリ屠殺ニ至Jレ期間？でテ同－fi条件ノ下＝飼育セリ。帥チ恋ク同一室内

ニ於テ飼養シ換気テ充分ナラ シメ飼育憧ノ清潔乾燥テ旨トシテ疾患ノ誘投テ防ギタリ。飼

料トシアハ日日一定量ノ京！潟粕、青葉如、業等テ典ヘア「グイタ iン」ノ紙乏叉ハ飢餓等

ニ陥ラずランコトニ努メタリ。飼育中ノ安j間ハ揃氏最低12度ヨリ最高32皮ノ間ニ在リキ。

屑殺ハ昭和3年8月22日ヨリ同年9月4日＝ Fi_リテ施行セ Jレモノナリ。

第二項賓験動物屠殺方法

動物ノ致死手段ニハ多種類アリト雌何レモ共個臆ニ強激ナル刺戟テ作用セシムル賄ニ至

リテハ相一致ス。而シア各種ノ刺戟ハ共同fjl育内「アドレナリン」含：ff量ニ一定ノ；影響ア及三ド

スモノナJレコトハl:i!!；諸家ノ寅験ニ徴シテ明カナリ n 悲ニ於テ余ハ品モ普通ニ使用セラル

Jレ既記6種ノ屠殺方法ノ、同lj腎内「アドレナリ ンj合イT量ニ及ボス費化テ検スルト共ニ、共

等ノ屠殺方法テ寅施スJレニ要スル時間的関係官Hチ刺戟ノ作用時間ノ長短モ、是ニ影響アル

ペキテ想ヒテ、上記各種ノ致命的刺戟テ作mセシメアヨリ共死二至Jレ時間テモ計測セリ。
致死ノ標徴トシテハ呼吸停止、反射機ノ消失、日長四肢ノ鐙色、産轡退散等テ目暗シタ Jレ

瞬間テ以テ死ト見倣シ、共所要時間テ計測後、直ニ開腹シテ刷l青刻H11ノ操作ニ移リタリ。

然レドモ倫此際開胸シテ心臓テ目撃スJレカ叉ハ材j大ナル動脈管ラmクJレコトニ（i<リテ、佐

々叙メア幽微疾主主ナJレ心運動ノ存在セ ｝J.,事資ラ認JタJレモ、多クハ須央ニシテ停止セ Jレテ

以テ貫験成績ノ上ニハ影響ス Jレ所無カルペシト思惟セリ。

第三項副腎J刷出法及ビ其検索法

解剖的関係上操作家易ナル左側副腎テ先プ刻出センガ錦ニ、 IE中線ニ於テ開腹ト同時一

胃腸管、騨臓、牌臓等テ右方ニ鹿排シテ、腎臓、副腎テ露Mlシ是等臓器ニ至レJレ血管テ結

殺人殆ンド無血的ニ腎臓テ副腎ノ附着セノレ僅別HIシ更ニ腎臓ヨリ副腎テ分離セリ。而 ン
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テ此喋 P1)pierski氏ノ注意セル如ク可及的懸迫叉ハJ員fjtjセシメザランコトニ努メツツ僅少

ノ脂肪組織乃至結締織テモ附着セザル様注意セリ。而シテ之ヲ秤量後直ニ「アドレナリン」

含有量予測定セリ。同様エシテ右側副腎テ射出秤量シタル後緒方氏ニ従ヒテ5%ノ：重「クロ

ーム」酸加里液ニ投ジ12時間浸積シタル後、夏ニ10%ノ「フ才 Jレ？リン J液ニ移シテ国定テ

充分ナラシメタル後共一部ハ凍結標本ヲ作リテ、「クローム」反感ノ強弱テ検シ、他部ハ「ツ

エロ 4ジン」ニテ包明シ「へ 7 トキシリン、ヱ 1ジン JI；重複染色テ施シテ共組織事的所見

ヲ槻祭シタリ。然レドモ、何レモ若蟹テ認メザリシテ以テ此等記載ハ省、｜日告セリ。

第四項「アドレナリシ」定量法

副腎内「アドレナリン」定予法トシテ余ハ共操作簡易ーシテ共成結昨寅ナリ I・ セラレ現今

最モ康ク路用セラルJレじ》mes,1tti l＼：法テ改良セル；t'iJj'i,; ＇対二上I＼；法ニ依レリ。郎チ易1w~1秤量

セルノ正側副腎子磁型宇L鉢ニ投ジ、是ニ約共5!ft,－重量ノ清j先シタ Jレ金 ~fJI）砂テ加へ約 5分間研

和厚if減ス。 （此間水分蒸散シテ乾同ノ !J)；ーテ呈スルテ以テ酷酸昇求水溶液ヲ滴下シア是テ防

II：セリ、サレド此是ハ~~ ;1 7 i校長ナ Jレヲ以テ計算ニハ加へずリキ。）」（：ニ 10.0詫ノ酷酸昇京

溶液（飽祁昇求水100.0詑、日本薬局方酷酸0.46距）テ加へ、夏ニ十分担和シ「フアルア J フ

イJレテ Jレ

テチリ一テ Jレ） 0.4昆テ加へテJこテ被P険波トナス。三穴ニ同様／」：七色固筒ニ千｛岳臨化「アドレ

ー 1 .』、
ナリン」溶液0.05詫テ注ギ是－0.4沌ノIO「モ JレJ酷酸菌建俗波テ加lへ、夏ニ酷酸昇示溶液テ

j自加シテ棉量テ 5.0if毛トナシ是テヨク混和シテ規準液トナス。 ff::等2種ノ溶液テ有ス Jレ2本

／比色｜司筒手踊l¥:75度ノ水浴中ニ約 5分開放置ス。此間撤回振滋シテ空気ノ作mテ充分ナ
ラシメタリ。而Jし時ハ規ijlo：波ハ淡紅色テ呈シ被検波ハ~l：中ニ存スル「アドレナリン」~：： J多

少ーヨリテ淡紅色叉ハ深紅色テ！日ス Jレニ至ル。必ニ於テ比色用Rf＼＇函ニ雨箇ノ上七色困筒テ ~r

列シテ共色彩テ比較シ共濃厚ナルモノニ蒸簡＊テ少：1：；宛i同j下シテ共都度之ヲ振重量シ雨被／

紅色度全ク有｜一致ス ）~ ニ至リテー11二ム。此／；；＇ti1’＇｝ t耳片側同IJ腎ノ「アドレナリン」定量ノ如キ極メ

テ少量ナル場合ニノ＼被険波ノ紅色度比竹炎キヲ以テ却ツテ規i¥＇波テ稀樺スルカ、常ナリ。
斯クシテ f1~f:F セラレタル規ijli液中ノ「アドレナリン！：1：＿テ棋準トシテ被検液中／［アドレナ

リン｜含有 ~： 1 日W1 シタリ。

第三章賓験成績

第一項後頭部打撲死

後頭部打撲ニヨル所謂撲殺ハ品モ普通ニ行ハルJレ属殺法ニシテ共操作亦柑メテ簡軍ニシ

テ腕時ニシア善ク死ニ致ス。 .ILUikニ外JJノ作即時間最モ僅少ナリ。余ハ左手テ以テ海摂ノ

顕、背部テ恰l定シ右手ニ金槌テ把リテ共後頭部ニl乃王3回ノ強打7加 7Jレニ呼吸忽チ停止

シ動物ハ刊ク料、浄山氏11：ヲ y出スモヤ力、テ~ク :l!if; ｝）弛綬シテ死ニヨミルテ常トス。此時間ハ倒
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メテ僅少ニシテ10数秒ニ過ギズ。此時鼻口腔ヨリ出血テ見ルコトアリ。余ノ健康海摂4問

ニツキテ本法テ寅施セル成績ハ第1表ノ如シ。

第 表

載物ド殺月日 I H l"l w; I~；＇ .,! • r内屠殺方法偲重生後日数努明副務量 アドレナ l'roGram Pro K.g 
番披 ｜（京）（日） （忌」）欄｜｜ 

30/Vlf 後撲頭部打 78 .1 :i 左 0・079I 0.0221 0.287:1 0.05GS 右 0.11.j..(! 

2 ク タ 420 。4 .20 左 o.012I o.0211 o.:{01s 0.0.)J 7 
お O叫 1

., I 
" 

タ 82 左 0.0九円 。「ll66 O.~s ／：~ 0.0t~I 右 0.0.fS

4 i 日20 I 左右 ~：~乃4~ I 0.0147 I oーが叫4/ IX ~ c~ .19 o.oc1.-,n 

千 均 日82 ーの,,, 1.1 ‘，，
 ｝
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帥チ表ニ就キテ見ル如ク、生後日数平均73日、程霊平均3821工、照会殺ニ要セシ時間ハ平

均17秒ナリ 。而シテ左右副腎綿量平均0.121瓦、副腎内「アドレナリン」絶針量ハ最小0.01

47麗最大量0.0227磁ニシア共平均量ハ0.0189醍ナ リ。而 シテ副腎1.0瓦ニ劉ス Jレ「アドレナ

リン」含有景ハ平均0.2912磁ナリ。夏ニ館長l.Olifニ劉スル「アドレナリン」量ハ平均0.0493

麗ナリ。

第ニ項延髄穿刺死

本法ハ延髄叉ハ大脳内ニ於クル諸中極テ、機械的ニ破壊シテ死ニ至ラシム Jレ法ニシテ倒

メテ短時間ニ共目的テ達シ得ラレBツ共操作亦甚ダ容易ナリ。余ハ解剖牽上ニ於テ/r_手ニ

テ海摂ノ頭部テ把握固定シ助手テシテ躯幹テ保持セシメ右手ニ持テル木綿針テ頭蓋骨ト第

一頚椎ノ間隙ヨリ刺入シア延髄及ピ頭蓋腔内ニ至ラシメ針尖テ謹ニ移動シテ此部ニ於クJレ

由要中枢テ破壊シタリ。カク テ海旗ハ腕時~軍綴設作テ超 スノ E ーシテ多ク 10数秒ノ後全

ク致死ス。余ノ健康海摂4頭ニ本法テ寅施シタル成績ハ第2表ニ示スガ如シ。

第 ー 表一

動物同月日｜吋但重「後日時吋珊重量
「アドレナ

概 ! （叉） (LI) I （分ゆ） （京） v y」絶望守 Pro(.ram I Pro K ・"・ 
量（~） ＿

5 I川｜延髄穿刺！ 15 I左 0.0ぺ0.1川 11 . ~S ll!l i ｛｝｛｝ユユユ72 右 0076 ・

6 I " ::so Sli 20 I 左 O.Oi~ i OJI・＇2・ o,:n：九c ! 11.0fi¥)8 
右 O.Olil -' 

7 I ::irix: I ク 470 86 
叶） I江-1;: o.o()o I りけ・川、 O.~ .） ：！九＇ Iト ll~8:1
。 有村（）吋 --・ 
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I I I ~II I '"' I "" I左 O.Ofi3I II{¥ I I s I 4/JX I ク リ片付 I 6'.l I .20 I I 0.01九G I 0.2.J/() I 0.0.Jll ｜｜｜ぃ｜一｜一｜右｛｝｛め：iI ~ ~ I I 

苧均｜山 i刊 i . ］日 I 0.147 
自Hチ生後H数zp:均78日、鴨主卒均420瓦、／什i副腎重量平均0.147瓦、副腎内「アドレナ

リンJ絶針量平均0.0215眠、而シア副腎1.0瓦ニ針スル「アドレナリン」含有量ハ0.2741臨ニ

乙テ、コハ頭部撲殺法ニ於う Jレモ／ヨリモ0.0170眠、印チ約5.8%ノ減少ア示セリ。而シテ

陣JR:lllfニ針ス JI,「アドレナリン」量ハ0.0512既ナリ。

第三項窒 息死

空息死ニヨiラシム Jレ方法トシテ余ハ綱純テ以テ海旗ノ頭部ニ纏絡シ強力ーテ之テ牽引シ

以7気管及ピ頚部血管系テ座泊問権シ、呼吸及ピ頭部ニ至ル血行テ停止セシメタリ n 斯ク

スJレ時ハ動物ハ多ク数分テ出デズシテ死ニ至Jレモノナリ。今村氏ハ雨側頭動脈テ結紫ス Jレ

IIキハ、同lj腎「アドレナリン」含有量減少ス此ハ中枢iJ¥iJI経系ノ貧血共一因タルペシト云へリ。

余ノ健康海旗4頭ーツキテ本法ヲ施シタ Jレ貫験成績ハ第3表ニ示ス如シ。

第 表

I I I I I I ｜左側副腎内｜ ｜ 
動句｜属殺月日 l屠殺方法1憾重｜生後日判致死時間｜副腎重量｜「アドレナIPro ;ram j 
番蜘｜ i I 00 I （日） ｜（分・秒）｜ （京） ｜リン」絶望号l ｜ 
｜｜｜｜！｜！庭（庖） I I 

() I 1 I IX I窒息｜山 I 84 I -I川｜刊？iI 0.0200 0酬 Io.o叫
10 I ク！ク .j()() I 74 I 2.::0 I者；；；；Io.附 0.2562 I 0.0390 

u I タ夕日。oI 1-1 I 2.川 Ii ~：~~~ I 0.01：：出； 0.2.JSI ' """"' 
Ii/ IX ク 80 左 0.06[

右（｝（日l

卒 均 0 l:W 

0.0178 

kυ 1
 

4
4
A
 

A
V
 

O
リ

ハ
リ－
 aυ
 

。“
ハvoo 

no 
I
 

｝
 
（
 
｝
 

IW チ生後日数ノ平均78 日、関東平均405瓦、 Jc;f:i ／~ijl背景~ll'c! 卒均 0.120瓦、副腎内「アド

レナリン」絶到量平均0.0168磁ニシテ、副腎1.0瓦ニ針スル「アドレナリン」含有量ハ0.2610

師ニ首Jレ。コハ頭部打撲法ニ於ナルモノヨリモ0.03021ifIWチ約10.3%ノ減少テ示セリ。而

シテ酷fl'!:lllfニ劉スル「アドレナリン l含有量ハ0.0388厩ニ相；lJ!;・ス。致死ニ要セシ時間ハ平

均2分担秒ニシテ頭部撲殺ニ要セシ時間ニ約数供セリ。

第四項失血 死

失血ノ「Jリl背「アドレナリン J 合有景ニ及えド．ス影響ニ開ス Jし業績J、古31ミ~守多存ス。 Maye

l・、（邑i可氏竿Fノ、犬ニ於テ共全血液J3分J1テ失ヘパ血匪／著シク降下スJレコトテ認j居レリ。
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Parodi氏ハ敷回ノ鳴血ニヨリテ副腎内「アドレナリンJ含有量ノ著シク減少スJレコトテ認

メ居レリ。栗山、徳光、森田、高橋、原諸氏ノ寅胎モ亦失血ニヨリ副腎「アドレナリン」

含有量ノ減少スルコトテ認メ居レリ。

余ノ貫験ハ可及的念蓮ナJレ失血死ノ高I］腎「アドレナリン」含有量ニ及ポス影響テ険ゼント

シタルモノーシテ印チ貫験海侭ノ四肢及ピ頭部テ解者I］霊上ニ国定シ、頭部ニ於テ皮膚ヲ切

開シ右側頭動脈及ピ頚静脈テ露n1シ一家ニ是テ切断シテ失血死ニ至ラシメタルモ／ナリの
~p チ健康海摂4頭ーツキテ寛験セ Jレ成績ハ第4表ニ示スガ如シ。

第 四 表

盟問巾方法弘子生都銀

左側副腎内

致（分死・時秒間） 副（腎叉重）量 「アドレナIPro G1 
量り（騒J）絶封l｜ 

450 77 3.00 左布 g:g~~ I o 0200 I υ2:-;40 I ｛｝川ろ

14 I 31／咽タ 420 89 3.00 左右 g:g~ 7ムI o.orn2 I o.:!210 I 0.04.:,7 

15 
,,. ク ：~so (j.:J 2.40 左 0.057右 O.O・!rlI 0.0131 0.2308 り，0:346

16 
,,. 3シ 470 84 ::.20 布左 g'.g~~ I 0.0200 I o.2~111; I o.oo:a 

平均｜必o I 日 Is.oo I 0.146 j 0.0205 I山 Io,04s5 

~p チ生後日数平均79 日、樫草：平均430瓦、左右副腎重量卒均 0.146瓦、副腎内「ア r: レナ

リン」絶封量卒均0.0205眠、 Ir＼リ腎1.0瓦ニ針ス Jレ「アドレナリン」含有量ハ21三均0.2584麗ニシ

テ後頭部撲殺ニ比シ0.0328師、帥チ 11.3~話ノ滅少テ示セリ。而シテ煙車1庖ニ針ス Jレ「アド

レナリンJ含量ハ平均0.0485厩ナリ。致死ニ要セシ時間ハ21三:l:bJ2分42秒ナリ。

第五項「クロロホルム」麻酔死

「クロロホルム」叉ハ「ヱーテル」全身麻酔ノ副腎ニ及ボス影響ニ閥スル質験的研究モ亦多

数ニ存ス。 Herenschmidt,Dell〕巴tt,B巴avy氏等ハ「クロロホJレム」肺酔ニ依リア副腎髄質ノ「ク

ローム」反感ハ減退叉ハ消失スト云ヒ、 Aloi 氏ハ「クロロホルム」版！（酔ノ｜際副~f「アドレナリ

ン」含有量ノ減少セルコトテ認ムト云へリ。叉 Pistocchi,Ginseppe, Attoriono氏等ハ「クロ

ロホルム」死ノ揚合、副腎内「クローム」親和物質ノ減退セルコトテ認メタリ。叉徳光、児

玉、藤井、小川、江村ノ諸氏モ「クロロホルム」叉ハ「エーテル」麻酔ニヨリ、副腎内「アド

レナリン j含イi量ノ減少セルコトテ認メ居レリ。 Schur,Wiesel l＼；等ニ依レバ動物テ「ヱー

テル」叉ハ「クロロホルム」等テ以テ肺酔セシムル時ハ約4分後ヨリ副腎「クローム」親和物

質ハ減少シ初メ3乃至5時間目ニハ全ク消失スト云へリ。

余ハ可及的急建ナル「クロロホルム」師，，［酔死ノ腎腎「アドレナリン」含街量一及￥ス影響テ
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検セント欲シT、問定セル出版．ノ口鼻孔上ニ「クロロホルムJニ浸‘セル綿花テ置キ、油紙テ

以テ是テ覆ヒテ「クロロホルム」ノ蒸散テ防ギタリ。斯クス ）L時動物ハ建カニ呼吸心動テ停

止シア死ニサiJレ。印チ位l来t&J.~真4頑ニ施セ Jレ寅験成績ハ第5表ニ示スガ~n シ。

第 五 表

I I I I I I 雇蘭副腎内
動物｜ ｜ ｜鰻 重 ｜生後日鍛；致死時間｜副腎重量 ｜「アドレナIP <: 
番披｜属殺月日l属殺方法｜ （叉） ｜ （日） ｜（分・秒｝｜ ｛瓦｝ ｜リン」緒豊til'ro ura 
I I I I I I 1.m:＜庭）

τ7「 λ1~：同制I : 8() 1＝：日（） ｜引が o但os I o.川
18 Iタ I ~ iめII ! 100 2.40 左｛｝附ヨ右（）（）(j'.l

11 . （）~17 0.2650 

W

U

W

H
砧

／

l
 

A
笠

0
0

1

2

 

4砂 ~ － ［ II I 日日 J
 
i
 

‘V

・P
・－
て

左 11.09()
｜右 0.074

II ti~ ［ 7 0.2152 

410 1 67 I ::.1 川 l 奈；g~~ I 11.111013 I 0.2481 

均 ｜』川 iち！｝｜ゴ47 l 0.152 : 0.0199 I o.叫 I0.04 
['.Jnチ＇I:.後日：数2ド均89日、悌重平均430瓦、左右前l腎重量’l、均0.1521L、副腎内「アドレナ

~ 

平

リンJ絶針量lj，：均0.0199躍、同I）腎1瓦ニ針スJI-「アドレナリ ン」含量ハ0.2448麗ニシア頭部打

撲法ニ於ケJレモノニ比シ テ0.0464躍、卸チ15.9%ノ減少テ示セリ。市シテ閤mJlfニ針スJレ

「アドレナリンJ ；·~H量ハ平均 0.0463鹿ナリ。致死ニ要セシ時間ハ平均2分47秒ナリ。

第六項空気栓塞死

刑腎ノ研究ニ首 リテ貨店会動物ノ屠殺方法トシテ空気栓塞死ハ一般ニ使用セラレザJレガ如

シ。森岡氏ハ空気栓塞死ニ於アハ共副腎内「アドレナリン」含有量ハ2分ノlニ減少セル事賞

テ認、j ),1：レリ。余ハ海艇ノ凹肢及ピ頭部テ解剖葺：上ニ固定シ右側頭部ニ於テ皮！高切開テ施

シテ頚静脈テ銘H－~ シ是ニ約 7.0！沌ノ 空気テ注入 シ タ Jレニ動物ハ平均凡ソ 3分ニシテ全ク死

ニ至ルテ見タリ。印チ健康海旗3頭ニツキテ施シタル寅験成績ハ第6表ニ示セルガ如シ。

第
占，、 表

, , I I I I ｜左側副腎内i

聖援｜屠殺月日｜屠殺方法｜今京手l生九月倣？ま．切｜
一」一」午＝一」一 －二－一一 一上一占「 ｜量（~量1一 ｜

21 I川 悦 帥 I ・WI ! 80 [ 3.00 I * g:i~~ I 0.0200 
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@Dチ表ニツキテ見ル虫nク、生後日数卒均75目、開霊平均430瓦、副腎重量卒均0.152瓦、

高lj腎内「アドレナリン」絶封量平均0.0191眠、副腎1瓦ニ針ス ｝！.－「ア rレナリン」含量ハ0.2394

眠ニシテ後頭部打撲法ニ比シテ0.0517揺郎チ17.7%ノ減少テ示セリ。而シテ樟重1砥ニ封ス

ル「アドレナリン」含有量ハ0.0444厩ナリ。

附生韓J偉易＇］出セ JI-副腎内「アドレナリシ」含有量＝就テ

一般ニ各種署殺法ハ強激ナJレ刺哉テ個鰹ニ作用セシム Jレモノニシア従ツテ副腎内「アド

レナリン j含有量ニ及ボス影響モ亦砂少ナラズトス。此ニ於テ徳光氏ハ＂ Fロ生韓ノ偉別出

スJレコトノ「アドレナリン」含イT量ニ及ボス髭響ノ少ナカ Jレペキコトテ唱導セリ n 由リテ余

ハ本法ニf:{｛）レ貫験成績テモ比較考察セント欲シ健康海模3頭ニツキテ共四肢及ピ頭部テ固

定シア麻酔テ施スコトナク開腹シ副腎ニ至ル血管テ結紫シテ是テ剃Hi検索セリ n 共成績ハ

第7表ニ示スガ古IIシ。

第 七 表

番披
屠殺方法 鵠（叉重） 生後（日日）敏

［戸I]副
致（分死・時秒間＞I副腎重量 「アドレナ Pro Gram Pro K.g. 

（京） 1) ：／」絶望す
l量（ltll)

'.l.f 20/Vlll 生棺出．／億 440 87 
左 0.083

0.0192 0.2316 0.0437 
易！J 有 0.06!J

25 "' "' 430 78 
左 0.083

0.01!!'.l 0.2316 0.04-17 
右 0.062

26 <' ノ， 440 Sl 
左 0.104 。02'.l2 0.2076 0.0505 右 o.osn

平均 I436 I 印 I-l川 0.0202I…I 0.0463 
師チ生後日数平均82日、開霊平均136瓦、左右副腎重量平均0.166曜、日IJ腎1.0瓦ニ針スル

「アドレナリン」含布量ハ0.2236麗ニシテ後頭部打撲死ニ於クJレモノニ比シ、 0.0675鹿、印チ

23.2%ノ減少テ示セリ。而シア鰹草11ifニ針スル「アドレナリン」含有量ハ0.0463躍ナリ。

第四章綿括及ビ結論

1、 鯉重及ピ生後日数ト副腎重量トノ開係ーツキア。

各群ニ於ク Jレ雨側同lj腎ノ平均重量テ観ルー、最モ重キハ第nr~ ノ 0.166瓦ニシテ宍ハ第5第

6群ノ各0.152瓦、 i注Ifテ第2昨ノ 0.147瓦、第4群ノ 0.146瓦、第l群ノ 0.121瓦、第3群ノ 0.1

20瓦ノ順ナリ。是テ各群ニ於ラル開重及ピ生後日数ノ平均ト比較スJレニ、重量最モ重キ第

7昨ニ於テハ、生後日数ハ平均82日ーシア関東ハ平均436瓦ナリ＂ @Dチ生後日数ハ、各群中

ニ於テ最モj乙キ第5群ノ89日ニ比シ7日少キモ鰻重ノ、各群中ニ於テ最モ重シ。次ニ副腎卒均

重量0.152瓦ニシテ全ク相当；シキ第5、第6群ニツキテ観jl〆ニ、自ii者ノ生後日数ハ89日臨重ハ

430瓦ーシテ、後者／生後日数ハ75日鰻重ハ430瓦ナリ。印チ酷歪ハ全ク相等シキモ生後日
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教ニ於テ約2；四日ノ相違テ見ル。是テ副腎重量最モ重キ第7群ニ比較スレパ樫重ハ雨群共ニ

減少セルモ生後日数ニ於テ第5群ハ7日長ゼルコト師漣ノ如シ。続イテ副腎重量~I告相等シキ

印チ0.1471i:ナル第2群ト 0.146瓦ナル第4群トニツキテ翻Jレニ、高rii者ニ於テハ生後日数JIp: 

均ハ78目、骨豊重平均ハ420瓦後者ニ於テハ生後日数平均79日、樫重平均ハ430瓦ニシテ生後

日数ニ於テ1日惜重ニ於テ 10.0瓦ノ差テ見出スノ i、是ア第7群ニ比較スJレニ生後日数、鯉

Jr：共ニ減少セJレテ見Jレ。足後ニ副腎市長略相等シキ印チ 0.121瓦ナル第1群ト 0.120瓦ナル
第3群トテ比較スルー、高ii者ニ於テハ生後日数平均 73日開霊平均382瓦ニシテ各群テ通ン

テ雨者共ニ最モ少ク後者ハ生後日数平均78日、開豆半均105瓦ニシテ第1群ヨリ生後日数ニ

於テ 5日、韓重ニ於:T22ll.多キテ見Jレ。此等雨群モ共ニ第7昨ヨリ生後日数膿重共ニ少シ。，

之テ要ス Jレニ一般ニ健康海棋ニ於タ Jレ副腎重量ハ、生後日数及ピ腫£：ニ比例シテ増加ス

Jレモノナリ。而シテ本項ニ於テ注目スペキハ健康海慎ニ於ク Jレ高lj腎重量ハ表ニ就キテ見Jレ

如ク各個鵠テ遁ジテ殆ンド例外ナシニ左側副腎ハ右側ノソレヨリモ重キコトナリ A

第 ,, 表

I I I 1" 「側哨内
後頭部打封1｜ 

群別 l屠殺方法 骨豊（叉重） 生後（日日）童文致（分死・時秒間）I副（腎支重）量量リ「（アン庖」ド）絶レ封ナ
Pro 撲死＝ Pro K.g. 
Gram スノレ減
宅経

I I 後頭部打撲 ;;,S:.? ,., I .11 0.121 I 0.0lSU 0.2012 0.0制

2 I延髄穿刺 420 7丙 .rn o.1.i1 0.1121乃 I11.2/H O~l~~ nO.'il2 

日｜窒 ，白、 .j().-, 7内 2・[2 0.]:211 O.illG.~ I 112(] 1け I0tり~；~：，・；＂ 0.0410 

± I U:¥ 血 4;30 lりけ 0. J..11) 11.IJ211i:> 11.2:>84 （）］~~~~ 0.0485 

I クロロホノレ .J.::11 日リ
〉 ム麻酔 I u.ア。

6 I 空気栓塞 4日付 /,) 3.111 ' 11.J.)2 0.01!)1 • ll.：.？川4I 01~5~~1 n om  

7 i生穂ノ1重別tHI 4;;1; ~2 リ曲 l川 202 i 0.2:.>::1: I。z側l切7ゐIo.o揃
2、 ！封殺／；νミノ 1f1異ト副腎内「アドレナリン」含有量ユ就キテn
各昨ニ於ナ Jレ片側同lj腎内「アドレナリン」絶針量／’／~l~Jful テ槻Jレ一、最モ多キハ第 2 群ノ

0.0215躍ニシテ：1}4ft'f.ノ0.0205踊是二次ギ、組イテ第n昨ノ0.0202師。第5昨ノ0.0199躍ノ順ニ
シテ 11~後ニ第 3 昨ノ .0168眠テ以テ最少トナス。而シテ各個海摂ノ副腎重量ハ共開重及ピ

生後日数等ノ相違ニ伏リテ一定セス＼従ヒテ共「アドレナリン」合.f1量ニモ各差異アJレテ以

テ是守：テ話lj腎 1.01-Li吋ニ於ナ Jレモノニ換算シテ共：＇／＇－均量一ツキテ比較考察スル時ハ各種屠

殺方・法ノ相違ニヨ Jレ l~リ腎内「アドレナリン」含有量／鑓化テト知 λ ルー足ノレベ‘シ。自fl チ副腎
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内「アドレナリン」含量ノ ProGram ハ第1群ノ後頭部打撲死ニ在リテハ共含有量最モ多ク

0.2912躍ニ営リ、第2群ノ延髄穿刺死ニ於テハ是ニ弐イデ 0.2741 臨テ算シ第Hf~ニ比シ 70.01

70磁（5.8%）ノ減少テ示ス。続イテ第3群ノ窒，日、死ニアリテハ 0.2610厩ニシテ第i群ニ比シ0.

0302厩（10.3%）ノ減少ア示セリ n 第4'/ff.ノHI血致死ニ在リテハ0.2584麗ニシテ第1群ニ比シ

0.0332麗(11.3%）ノ減少テ示セリ。第Sfff.ノ「クロロホルム」麻酔死ニアリアハ、0.2448麗ニシ

テ第l群ニ比シ 0.0464磁（15.9%）ノ減少テ示セリ。第6群ノ空気栓塞死一アリアハ0.2394眠

ーシテ、第1群ニ比シ0.0517躍 (17.7%）ノ i成少テ示セリ。 f註後ニ生鰹ノ佳易1j/＋＼セ Jレ第7君

0.2236麗ニシテ第1群ニ比シ0.0675麗（23.27ζ）／減少テ示セリ n 

ζ欠ニ各？好旗ノf盟重1.lttニ主；J・ス Jレi'r¥IJI骨内「アドレナリン」含有量ノ平均値テ比較考察スルニ、

最モ多キハ第2群ノ 0.0512眠ニシテ第1群ノ0.0493臨之ニモ欠ギ鰻イテ第4群ノ 0.0485眠、第5群

ノ0.0463陸、第7群ノ 0.0463師、第6群ノ0.0444臨第3群ノ 0.0415醍ノ順ナリ。印lチ第3群及ピ

第6群ニ於テ粕少量ナルモ是等ハ共関東：ニ比較シテ副腎重量ノ少ナキコトニ因セ Jレモノナ

Qpチ上記6種ノ屠殺法ニヨリテ作タ ）1'各片側副腎内「アドレナリン」含量ノ「プロ・クーラ

ム」ーツキ比較考沓ス Jレニ‘共量Lilモまユキハ後頭部打撲死二ヨルモノニシテ延髄穿刺死之

ニ次ギ航イテ窒息死、 IH血死、「クロ円ホルム」麻酔死、空気栓塞死ノ！｜国序ニシテ生膿／？

？射出セルモノハ最モ少シ。而jシテ惜Jfl旺内ニ於タ Jレ「アドレナリン」含量モ略是ト同様

ナル屠殺次序ニ従ヒア減少スルガ如シ。

3、 各種ノ屠殺ニ要セシ時間ト政｜腎内「アドレナリン」合有量トノ聞係ニ就キテn

上記6種ノ屠殺方法ι ヨリテ致死セシムルニ要セシ時間ト、副腎内「アドレナリン」含有量

ト／開係テ概Jレニ甚ダ興味アル事貫テ見出シ得ペシ。＠Pチ「アドレナリン」合イI量ノ；最モ多

キ後頭部打撲死ニヨル第Hff.ハ共致死ニ要セシ卒均時間 17秒ニシア是ニ究イデ含有量ノ多

キ延髄穿刺死ニヨ JI,第2群ハ卒均致死n;i間19秒テ要セリ。韻fテ第3苦手ノ窒息死ニヨ Jレモノ

ハ2分担秒、第4群ノ出血致死ニヨルモノハ3分、第5群ノ「クロロホルム」麻酔死ニアリテハ

2分47秒、第6群ノ空気栓塞死ニヨ jレモノハ3分10秒テ要セリ。郎チ是エ由リテ翻レパ副腎

内「アドレナリン」含有i1（ノ最モ多キモノハ致死エ要セシ時間最モ短カク、是ヨリ長時間テ

要セシモノハ共副腎内「アドレナリン」含有量亦少シ。剖チ各種屠殺方法ハ各共特有ナ ｝l-刺

戟テ個韓ニ作用セシムル外極度ノ精神感動或ハ知毘利1経刺戟等テ興フルモノナルテ以テ暗

殺ニ時間テ要セシモノハj正当；刺戟ノ作Jlj時間亦長ク而lj腎内「アドレナリン」ノ排出旺盛トナ

リ従ツテ共含有量 Y減少スルガ扇ナ ）l- ペシ。此故ニ副腎内I アドレナリン」合有量ニ最モ~

響少ナキ屠殺方法ハ、動物ニ加フル致命的刺戟ノ可及的短時間テ以テ能ク死ニ至ラシム Jレ

法ナルニ在九＂＇［意味ニ於テ後頭部打撲死、延髄穿刺死等ハ吊モ影響少ナキ方法トシテ推
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奨ス Jレニ足ラン。

如上ノ貫験成績ヨリ余ハ／己記ノ：如ク結論セントス。

1、 健康海慎Ji';¥lj腎m量ハ、略共鰻重及ピ生後日数ニ比例シテI曾量ス Jレモノナリ。而シテ
左側jハ？？；ニ右側ヨリ重シ。

2、 副腎内「アドレナリン」含釘量ハ、貫験動物ノ屠殺方法ノ相違ニヨリテ差異アリ、既記

6種ノ屠殺法ノ中後頭部打撲死叉ハ延髄穿刺死ニ於テ共量最モ大ナリ。

3、 副腎内「アドレナリン」含有量ハ貰験動物ア致死セシムルニ要スル時間／短キ程大ナ Jレ

ガ如シ。

捌筆＝営リ有力ナノレ助言ト多大ナル便宜トヲ輿へラレタル院長黒瀬博士＝封L満腹／謝意、ヲ表ス。
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